
 

令和 5 年度 「ハッピー❤スマイル」第 3 回開催報告 

 【日 時】 令和 5 年 9 月 17 日（日）１3 時～ 

        

 【場 所】 浅口市金光公民館 

1 階視聴覚室 

 

 【参加者】 保護者 15 名 子ども 2 名 医師 3 名 

養護教諭 1 名 救急救命士 1 名 

  

１ 開 会   

 

２ 講演  演題 「わかりやすい食物アレルギーの知識と緊急時の対応」  

～いざという時に備えてエピペン研修～           

講師  林 知子先生（笠岡第一病院小児科） 

湯本悠子先生（笠岡第一病院小児科） 

 

  今回は 4 年ぶりに講師をお迎えして開催しました。林先生は 4 年前に「ヒヤリハット 

  集で学ぼう食物アレルギー!!」と題して講演頂きました。 

  今回は食物アレルギーについて発症機序や症状・原因食物・診断・治療などについて 

わかりやすく教えていただきました。また発症予防やアトピー性皮膚炎、そして即時型 

以外の食物アレルギーについても幅広く解説して頂きました。 

食物アレルギーは免疫が関与する生体反応で、湿疹や蕁麻疹などの皮膚に症状が現れる 

ことが多いのですが、呼吸、循環器、消化器にも症状が現れます。アナフィラキシー 

と言って多臓器に症状が現れると、進行してショックに陥ることもあり、注意深く 

観察することが大切です。重症になるとエピペン対応が必要となります（湯本先生講演）。 

最近は食物アレルギーの原因食品に木の実類（主にクルミ）が増加し、1位鶏卵、2位 

牛乳に次いで 3位となり小麦は 4位になりました。 

 

 

 

 

食物アレルギーの原因は Lack先生の提唱する「二重抗原暴露仮説」が PETIT studyや 

PACI studyなどから実証されてきて広く受け入れられています。アトピーなどの荒れた 

肌からアレルゲン（食物）が侵入することで経皮感作されアレルギーを発症するのです。 

肌をきれいに保つスキンケアが大切で、乳児期より適切にスキンケアをすることにより 

食物アレルギーを予防できます。外用療法はプロアクティブ療法が有効です。肌がきれい 

になってもスキンケアを止めず、少しづつ軟膏を塗る量や頻度を減らしていきます。 

                 

     

          

     

        

       

      

               
                  
     

  

          
               
           

       

    

 

歳群から -17 歳群までは男性の割合が多く、18 歳以上群では女性が多かった。 

図  年 分布 

※20歳以上は 10代区切りで 計した結果である。 

 

 即時型 物アレルギーの原因 物 

粗解析 図 表  

原因 物は 卵が最も多く 33.4 2,028 例 を占めた。以下、牛乳が 18.6 1,131 例 、木の実

が 13.5 819 例 であった。前回の 査まで原因 物の上位 品目は 卵・牛乳・小 であった

が、今回の 査では木の実 の割合が増加し、第 位となった 前回 8.2 、第 位 。落花生までの

上位 品目で 80.4 を占め、さらに、 卵、果実 、甲殻 、 、大 、ソバと続いた。 

木の実 の内 を表 に示す。クル

ミが 463 例 木の実 の 56.5 で最

も多く、全体に対する割合は 7.6 で、

落花生の 6.1 より上位であった。次

いで、カシューナッツが 174 例 木の

実 の 21.2 、マカダミアナッツ 45

例 木の実 の 5.5 が上位 品目で

あった。その他は、アーモンド、ピスタ

チオ、ペカンナッツ、ヘーゼルナッツ、

ココナッツ、カカオ、クリ、松の実の報

告があった。 
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図  即時型 アレルギーの原因  
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①鶏卵 

②牛乳 

③木の実類 

④小麦 



 

SNSが発達していろいろな情報を目にすることが多いと思いますが、信頼できる情報を 

入手することが大切です。 

日本アレルギー学会・アレルギーポータル・日本小児アレルギー学会・環境再生保全 

機構などのホームページがお勧めです。 

 

湯本先生には誤食などによりアレルギー反応など症状が現れた時に、どのように対応 

したらよいかデモンストレーションを交えて解説して頂きました。 

症例提示をしていただき、時間経過と 

ともに適切な対応について解説して頂き 

ました。重症度に応じて内服で様子を見 

たり、悪化するようならエピペン準備、 

救急車手配など実地に沿ってわかりやす 

く解説していただきました。症状が重症 

なら救急車要請をして迷わずエピペンを 

打つことが大切です。 

期限切れの本物のエピペンで模擬 

の箱に注射して、実際の針が出てい 

るところも見学しました。その後、 

エピペントレーナーを使い、自己 

注射の練習を各自しました。 

ポイントは安全キャップを外す、 

グーで握る、大腿の前外側に 

振り下ろさず軽く当てカチッと音 

 がするまで強く押し 5つ数えて抜 

く。オレンジのニードルカバーが伸 

びていることを確認して、注射部位 

をもむ。本物のエピペンの針が出て 

いるところを見ることはないので 

皆さん記憶に残ったことと思います。 

  

 

 

 

 

 

（浅口医師会 高山晴彦） 

        

        

      

            

           
      

                          

    

         

          
             

          
         

          

         

                                    
                       
                                  

      
          

     

   

     
   

  

  

 
 
 
 
 

                     
                

                     

 

            

  

次回は、令和 5 年 11 月 19 日（日）浅口市健康福祉センター2 階 

ボランティア研修室で開催します。情報交換の予定です。多数の 

ご参加お待ちしています。 

 

 

 


